
                                  

夏休み明けの学校がスタート 
３３日間の夏休みが終わり、児童生徒は８月２６日（月）に元気に登校してきました。 

２６日の全体朝会は、リモートで行いました。校長先生のお話の後、各学部の代表児童生徒

３名が、夏休みの思い出や夏休み明けに頑張りたいことを発表しました。 

小学部代表児童は、栗駒の山車祭りでのライトアップがきれいだったこと、南三陸町歌津の

親戚の家に遊びに行き、海を見てきたことなどを発表しました。 

中学部代表生徒は、花火大会に行き、大きくてきれいな花火を見たことやファミリーレスト

ランに行ったこと、放課後等デイサービスですいか割りをしたり、新幹線を見に行ったりした

ことを発表しました。１０月の修学旅行で新幹線に乗るのがとても楽しみであることも発表

してくれました。 

高等部代表生徒は、夏休み中に誕生日を迎え、家族からプレゼントをもらったことやショー

トステイを２回したことを発表しました。 

今年は昨年以上の猛暑が続き、夏休み明けも高い気温と高い湿度の日が続いています。天気

予報では、秋が短いと言われているようで、もう少し残暑が続くと思われます。 

９月は、たくさんの行事や学習が予定されておりますので、体調に気を付けながら、元気に

学校生活を送れるようにしていきたいと思います。 
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目指す児童生徒像 

○ すすんで学び、考える子ども 

○ みんなとなかよくする子ども 

○ 明るく元気な子ども 

○ 自分のことは自分でする子ども 



                                  

  

 

【９月の主な行事予定】 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

           

             

                  

 

 開校記念日について  

本校は昭和５３年４月１日、宮城県立光明養護学校ほたる学園分校から宮城県立金

成養護学校として独立開校しました。その翌年の８月３０日、現在の地に校舎が建て

られました。この日を記念し、本校では開校記念日としています。 

金成沢辺に「ほたる学園」があり、ほたる学園には県内各地から入所していた児童

生徒が多くいました。開校当時の金成養護学校では、栗原地域の児童生徒と県内各地

から来ていた児童生徒が仲良く元気に学んでいました。 

昭和５４年８月に校舎が落成し、昭和５６年に初代校長である千葉喜清先生作詞に

よる校歌が制定され、昭和５７年に体育館が落成しました。平成９年に２０周年を迎

え、上屋付プールの落成記念式典を行いました。また、平成２９年には創立４０周年

記念式典を実施しており、令和９年には５０年目を迎えることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７日（火）中：金成小中交流 

フリー参観（～２０日） 

１８日（水）小：買い物学習 

１９日（木）高２：調理実習 

２０日（金）高３：校外学習 

２５日（水）中：現場実習・校内実習（～２７日） 

高：体験学習会 

２６日（木）ＰＴＡ研修視察 

２７日（金）高：学校見学会（企業対象） 

 

 

２日（月）さざんか朝会 

ＳＣ来校 

教育実習（～１３日） 

６日（金）小：金成小中交流 

１０日（火）避難訓練② 

１１日（水）中：校外学習 

１２日（木）高１：宿泊学習（～１３日） 

高３－１：調理実習 

１３日（金）小：金成小中交流 

高３－２：調理実習 

「３０周年記念誌」 


